
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県 県民生活部 県民生活安全課 甲府市丸の内１-６-１ TEL０５５-２２３-１３５２ 令和７年２月発行 

 山梨県内の令和６年中の刑法犯認知件数

は３，４４１件（暫定値）で前年より７６件増加

しました。 

令和３年に戦後最少を記録して以降、３年

連続の増加になりました。

特に、自転車やオートバイなどが盗まれ

る「乗り物盗」が前年より１００件以上増加し

ているほか、「車上ねらい」も前年より５０件

以上増加しています。 

短時間でも、自転車や車には確実に「施

錠」しましょう。 

基本的なことですが、「施錠」は防犯対策

の第一歩です！ 

 山梨県内の令和６年中の電話詐欺発生状

況（暫定値）は右のとおりです。 

被害件数・被害額共に前年を上回る結果

になりました。 

特に被害額は２億円に迫り、前年より約５

千万円増加しています。 

手口別では「架空料金請求詐欺」が前年

より５件以上増加しており、音声ガイダンス

等で架空の未納料金を請求される手口が

多く確認されています。 

また、電話詐欺の不審電話は「＋」からは

じまる国際電話が多いため、表示された電

話番号もよく確認して対応しましょう。 

国際電話番号からの不審電話対策は、

最後のページをご覧ください！ 

「国際電話」と「音声ガイダ

ンス」には特に注意！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                                      

                                                                                                                       

 

 

 

 

 

                                     

  

 

 

  

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                                                        

 

 

 

 

 安全・安心なまちづくり山梨県民大会の開催、山梨県安全・安心なまちづくり表彰

 令和６年１０月１７日（木）、南アルプス市桃源文化会館において「令和６年度安全・安心なまちづく

り山梨県民大会」を開催しました。 

 山梨県警音楽隊・カラーガード隊によるオープニングアトラクションで幕を開け、第一部では安全

安心なまちづくりを推進する模範的な団体に対し各種表彰が授与されたほか、南湖ふれあい連絡

協議会会長の望月様から大会宣言が読み上げられ、盛大な拍手で採択されました。 

 第二部では、山梨県保護司会連合会の川名湛忍会長による講演と市川三郷町立六郷中学校３年

加藤大悟さんによる防犯弁論発表が行われました。 

オープニングアトラクション 川名湛忍氏による講演 

 安全・安心なまちづくりに取り組む活動が、広く他の

模範となる団体に表彰される山梨県安全・安心なまち

づくり表彰について、令 

和６年度の受賞団体が 

右の４団体に決定し、安 

全・安心なまちづくり山 

梨県民大会で表彰され 

ました。 
表 彰 の 様 子 

令和７年１月２１日（火）、山梨県地場産業センターかいてら

すにおいて、山梨県、山梨県警察、公益財団法人山梨県防犯

協会がアドバイザーとなる山梨県自主防犯ボランティア研修

会を開催しました。 

研修会では、令和５年度に山梨県安全・安心なまちづくり表

彰を受賞した特定非営利活動法人地震対策四駆隊様からの

事例発表や視聴覚資料などで、県内で活躍する防犯団体との

連携強化と活動の活性化を図りました。 
研 修 会 の 様 子 
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県では、犯罪をした者の立ち直りを支え、再犯を防止するため、市町村職員、保護司その他関

係機関職員、一般県民等を対象とした山梨県再犯防止研修会を開催しました。 

研修会は、令和６年９月１２日（木）都留会場、９月１３日（金）甲府会場の２会場で開催し、県（県

民生活安全課）、国（甲府保護観察所）からの取組説明と、県内で活躍する保護司、社会福祉法人

光風会からの講演が行われました。 

 

甲 府 会 場 都 留 会 場 

青 パ ト 下 校 指 導 コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ 健康・安全・郷育プログラム 

世界保健機関（WHO）が推奨する事故や暴力・けがのない安全・安心なまちづくりの取組を進めて

いる自治体等が認証を受けるセーフコミュニティ国際認証を国内で１７番目、そして県内では初めて

取得した都留市セーフコミュニティに属する防犯団体です。 

主な活動として、青色防犯パトロール活動、リズム・オブ・ラブ主宰渡辺光美委員による健康・安

全・郷育プログラム、電話詐欺防止等の出前講座など市民生活に密着した防犯活動を行っているほ

か、市内に所在する大学に通う学生に対して、日常生活の困りごと等について相談を受け、関係機

関に繋げたりする「コミュニティカフェ」を開催し、防犯指導を行うなど、未来を担う大学生に寄り添

い、孤立させない見守り活動も強化しています。 

また、団体の大きな特徴として、犯罪統計の分析や市民に対するアンケート調査結果を取組に反

映させながら効果検証を行うなど、ＰＤＣＡサイクルを導入した活動で成果を上げています。 

市内を管轄する大月警察署や企業・団体とも協力しながら、市民と行政が一体となり、安全・安心

なまちづくりを積極的に推進している団体です。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、高額報酬などを謳ったアルバイトを募集し、応募

してきた者を詐欺や強盗などの犯罪に加担させる所謂「闇

バイト」による犯罪が首都圏を中心に発生しています。 

犯罪組織は、「闇バイト」に関する犯罪の犯行場所の選

定をするため、様々な手法を使い、個人情報の取得を試

みています。 

例①：訪問業者を装って自宅を訪問し、家族構成や訪問

時間帯の在宅状況を伺う手法 

例②：金融機関職員等を装って、電話で資産状況等を伺

う手法 

電話や訪問してきた者に対して、むやみに個人情報を

提供しないよう注意しましょう。 

また、自宅の戸締まりやセンサーライト等、自宅の防犯

対策についても見直してみましょう。 

不審な電話、不審な訪問業者については、最寄りの警

察署又は１１０番通報で情報提供をお願いします。 

闇バイトに関する動画も現在公開中です。 

 令和６年中の電話詐欺被害は、被害件数・被害額共に前

年を上回る結果になりました。 

 令和６年中の電話詐欺被害や不審電話の中で、特に増

加傾向にあるのが国際電話番号からの不審電話です。 

 国際電話番号とは、海外からの電話で使用される番号

で、電話番号の先頭に「＋」が付く番号です。 

 この国際電話番号からの電話を休止するサービスがあ

りますので紹介します。 

 電話詐欺の不審電話対策になりますので、海外からの

電話が不要な方は、このサービスの活用を検討してみてく

ださい。 

 

  


